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今月号のここがポイント！

本号では，3 つの解説記事を掲載しました。

1 題目と 2 題目は，ポリロタキサンと呼ばれる軸高分子が環状分子を貫通した超分子

ポリマーを利用した研究に関する記事となっています。1 題目はこのポリロタキサンとイ

オン液体を複合化することで，優れた機械強度とイオン伝導性を両立するゲルを実現し

た研究について解説いただきました。2 題目はポリロタキサンとエポキシ樹脂を複合化

することで，エポキシ樹脂の短所であった低靭性を克服し得る新しいポリマーアロイの

開発に関する記事となっています。

3 題目はヒ素を中心とする周期表 15 族元素を含有する有機化合物の基礎化学および

応用に関する記事です。これまであまり注目されてこなかった高周期の 15 族元素を有

機化合物内に導入することで，窒素やリンなどの低周期元素には見られない特異的な性

質・特性を見出した研究について解説しています。ぜひご一読ください。
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